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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受する超音波振動子であって、
　第１の方向に沿って延在し、入力した電気信号に応じて超音波を出射するとともに、外
部から入射した超音波を電気信号に変換する圧電素子と、
　前記第１の方向に平行となるように前記圧電素子における第１の面に形成されるととも
に、前記圧電素子に前記電気信号を入力するための第１の入力部位と、前記第１の入力部
位に連続して形成されるとともに、前記第１の方向と交差して設けられる第１の接続部位
とを備え、前記第１の接続部位に第１の配線が導電接続された第１の電極と、
　前記圧電素子における前記第１の面とは反対側の第２の面に前記第１の電極から離間し
て形成されるとともに、前記圧電素子に前記電気信号を入力するための第２の入力部位と
、前記第２の入力部位に連続して形成された第２の接続部位とを備え、第２の配線が前記
第１の接続部位側から引き回すように、前記第２の接続部位に前記第２の配線が導電接続
された第２の電極と、
　を備えた超音波振動子。
【請求項２】
　前記圧電素子は、
　前記第１の方向に沿って直線状に延在する長尺状の直方体で構成され、
　前記第１の面及び前記第２の面は、
　前記第１の方向に平行となる面であり、
　前記第１の電極の前記第１の接続部位は、
　前記第１の方向に直交する面である
　請求項１に記載の超音波振動子。
【請求項３】
　前記超音波振動子は、
　複数の前記圧電素子が配列されたアレイ型の超音波振動子である
　請求項１に記載の超音波振動子。
【請求項４】
　前記超音波振動子は、
　円筒を形成するように前記複数の圧電素子が規則的に配列された電子ラジアル走査方式
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の超音波振動子である
　請求項３に記載の超音波振動子。
【請求項５】
　請求項１に記載の超音波振動子と、
　前記第１の電極の前記第１の接続部位に導電接続された第１の配線と、
　前記第２の電極に導電接続された第２の配線と、
　絶縁性の基板を有し、前記第１の配線及び前記第２の配線の少なくとも一方が導電層と
して、前記基板に対して折り曲げられた状態で前記第１の電極または前記第２の電極に導
電接続されたフレキシブルプリント基板と、
　を備えた超音波振動子ユニット。
【請求項６】
　前記フレキシブルプリント基板の前記導電層は、
　前記第１の配線及び前記第２の配線としてそれぞれ構成される２つの前記導電層であり
、前記基板の一方の面、及び当該一方の面とは反対側の他方の面にそれぞれ設けられた
　請求項５に記載の超音波振動子ユニット。
【請求項７】
　前記第１の配線として構成される前記導電層には、
　当該導電層に導通し、当該導電層から膨出した膨出部が設けられ、
　前記膨出部は、
　前記第１の電極のうち前記第１の接続部位に形成された部分に当接した状態で、当該部
分に導電接続される
　請求項５または６に記載の超音波振動子ユニット。
【請求項８】
　前記第１の配線は、
　グラウンドとなるグラウンド配線であり、
　前記第２の配線は、
　前記圧電素子に前記超音波を出射させる前記電気信号を供給する信号配線である
　請求項５に記載の超音波振動子ユニット。
【請求項９】
　前記第２の電極は、
　前記第２の面において、当該第２の面の中心よりも前記第１の接続部位側に延在し、
　前記第２の配線は、
　前記第２の電極のうち、前記第２の面の中心よりも前記第１の接続部位面側に延在した
部分に導電接続される
　請求項５に記載の超音波振動子ユニット。
【請求項１０】
　被検体内に挿入される挿入部を備え、当該挿入部の先端に超音波振動子ユニットが設け
られた超音波内視鏡であって、
　前記超音波振動子ユニットは、
　請求項５～９のいずれか一つに記載の超音波振動子ユニットである
　超音波内視鏡。
【請求項１１】
　前記圧電素子は、
　前記第１の接続部位が前記挿入部の基端側に向いた姿勢で配設される
　請求項１０に記載の超音波内視鏡。
【請求項１２】
　圧電素子を構成する圧電素子用母材における第１の面、及び当該第１の面に交差する１
つの第１の接続部位の２つの面に連続して形成された第１の電極を構成する第１の薄膜の
うち、前記第１の接続部位に形成された部分に第１の配線を導電接続する第１配線工程と
、
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　前記圧電素子用母材における前記第１の面とは反対側の第２の面に形成された第２の電
極を構成する第２の薄膜に第２の配線を導電接続する第２配線工程と、
　前記第１の面側または前記第２の面側に積層部材を積層して成形用部材を作製する成形
用部材作製工程と、
　前記第１配線工程、前記第２配線工程、及び前記成形用部材作製工程の後、前記積層部
材の途中の深さまで前記成形用部材を裁断し、複数の前記圧電素子を成形する成形工程と
を含み、
　前記第１の配線及び前記第２の配線の少なくとも一方は、
　フレキシブルプリント基板に設けられた導電層である
　超音波振動子の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】超音波振動子、超音波振動子ユニット、超音波内視鏡、及び超音波振動子
の製造方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、超音波振動子、超音波振動子ユニット、超音波内視鏡、及び超音波振動子の
製造方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、耐久性を確保しつつ、小型化を図るこ
とができる超音波振動子、超音波振動子ユニット、超音波内視鏡、及び超音波振動子の製
造方法を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る超音波振動子は、超音波
を送受する超音波振動子であって、第１の方向に沿って延在し、入力した電気信号に応じ
て超音波を出射するとともに、外部から入射した超音波を電気信号に変換する圧電素子と
、前記第１の方向に平行となるように前記圧電素子における第１の面に形成されるととも
に、前記圧電素子に前記電気信号を入力するための第１の入力部位と、前記第１の入力部
位に連続して形成されるとともに、前記第１の方向と交差して設けられる第１の接続部位
とを備え、前記第１の接続部位に第１の配線が導電接続された第１の電極と、前記圧電素
子における前記第１の面とは反対側の第２の面に前記第１の電極から離間して形成される
とともに、前記圧電素子に前記電気信号を入力するための第２の入力部位と、前記第２の
入力部位に連続して形成された第２の接続部位とを備え、第２の配線が前記第１の接続部
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位側から引き回すように、前記第２の接続部位に前記第２の配線が導電接続された第２の
電極と、を備えた。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明に係る超音波振動子では、上記発明において、前記圧電素子は、前記第１
の方向に沿って直線状に延在する長尺状の直方体で構成され、前記第１の面及び前記第２
の面は、前記第１の方向に平行となる面であり、前記第１の電極の前記第１の接続部位は
、前記第１の方向に直交する面である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明に係る超音波振動子では、上記発明において、前記超音波振動子は、複数
の前記圧電素子が配列されたアレイ型の超音波振動子である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明に係る超音波振動子では、上記発明において、前記超音波振動子は、円筒
を形成するように前記複数の圧電素子が規則的に配列された電子ラジアル走査方式の超音
波振動子である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係る超音波振動子ユニットは、上述した超音波振動子と、前記第１の電極の前
記第１の接続部位に導電接続された第１の配線と、前記第２の電極に導電接続された第２
の配線と、絶縁性の基板を有し、前記第１の配線及び前記第２の配線の少なくとも一方が
導電層として、前記基板に対して折り曲げられた状態で前記第１の電極または前記第２の
電極に導電接続されたフレキシブルプリント基板と、を備えた。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明に係る超音波振動子ユニットでは、上記発明において、前記フレキシブル
プリント基板の前記導電層は、前記第１の配線及び前記第２の配線としてそれぞれ構成さ
れる２つの前記導電層であり、前記基板の一方の面、及び当該一方の面とは反対側の他方
の面にそれぞれ設けられた。
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明に係る超音波振動子ユニットでは、上記発明において、前記第１の配線と
して構成される前記導電層には、当該導電層に導通し、当該導電層から膨出した膨出部が
設けられ、前記膨出部は、前記第１の電極のうち前記第１の接続部位に形成された部分に
当接した状態で、当該部分に導電接続される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明に係る超音波振動子ユニットでは、上記発明において、前記第１の配線は
、グラウンドとなるグラウンド配線であり、前記第２の配線は、前記圧電素子に前記超音
波を出射させる前記電気信号を供給する信号配線である。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、本発明に係る超音波振動子ユニットでは、上記発明において、前記第２の電極は
、前記第２の面において、当該第２の面の中心よりも前記第１の接続部位側に延在し、前
記第２の配線は、前記第２の電極のうち、前記第２の面の中心よりも前記第１の接続部位
面側に延在した部分に導電接続される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明に係る超音波内視鏡は、被検体内に挿入される挿入部を備え、当該挿入部の先端
に超音波振動子ユニットが設けられた超音波内視鏡であって、前記超音波振動子ユニット
は、上述した超音波振動子ユニットである。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、本発明に係る超音波内視鏡では、上記発明において、前記圧電素子は、前記第１
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の接続部位が前記挿入部の基端側に向いた姿勢で配設される。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明に係る超音波振動子の製造方法は、圧電素子を構成する圧電素子用母材における
第１の面、及び当該第１の面に交差する１つの第１の接続部位の２つの面に連続して形成
された第１の電極を構成する第１の薄膜のうち、前記第１の接続部位に形成された部分に
第１の配線を導電接続する第１配線工程と、前記圧電素子用母材における前記第１の面と
は反対側の第２の面に形成された第２の電極を構成する第２の薄膜に第２の配線を導電接
続する第２配線工程と、前記第１の面側または前記第２の面側に積層部材を積層して成形
用部材を作製する成形用部材作製工程と、前記第１配線工程、前記第２配線工程、及び前
記成形用部材作製工程の後、前記積層部材の途中の深さまで前記成形用部材を裁断し、複
数の前記圧電素子を成形する成形工程とを含み、前記第１の配線及び前記第２の配線の少
なくとも一方は、フレキシブルプリント基板に設けられた導電層である。
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难题要解决的问题。解决方案：超声换能器10包括压电元件11，压电元
件11根据输入的电信号发射超声波并将从外部入射的超声波转换为电信
号，并且超声振动第一电极12连续地形成在位于儿童10的外表面侧的第
一表面111和与第一表面相交的一个交叉表面113的两个表面上，在元件
11的与第一表面111相反的第二表面112上与第一电极12分离地形成的第
二电极13以及形成在第一电极12的相交表面113上的第二电极13以及与
第二电极13导电连接的第二布线143.第一布线142和第二布线143分别电
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